
令和７年度後期転入学における「単位修得・成績証明書」の記入について 
 

※貴校での令和 7年度における単位の一部修得又は履修の認定について 

本校通信制課程は単位制としての特色を活かすため、後期選考（10 月入学）で転入する

生徒について、貴校での今年度前半期の学習が十分であると認められる科目については、

卒業に必要な修得または履修の単位数として取り入れたいと考えております。 

高等学校学習指導要領（平成３０年３月）第１章 総則第４款の１の（３）後段には、

「単位の修得の認定を学期の区分ごとに行うことができる。」とあります。 

そこで、学年制による全日制課程から単位制による通信制課程への接続を考慮して、単

位認定について柔軟に準用いただき、当該科目の単位数の一部を修得又は履修として認め

ていただきますよう、ご検討をお願いいたします。 

また、修得又は履修として認定された科目と単位数は、生徒指導要録に記載した上で入

学後にその写しを送付してください。 

 

 

○単位の一部を修得、又は、履修のみの認定ができる場合 

(1)当該科目の単位を「修得」として認定した。 

 

     貴校が作成する「単位修得・成績証明書（本校様式）」の 

     「３ 各教科・科目の学習の記録」に、評定と単位数を記入 

     「４ 修得単位数の記録」に修得単位数を記入 

 

 

(2)当該科目の単位を「履修のみ」として認定した。 

    

     貴校が作成する「単位修得・成績証明書（本校様式）」の 

     「３ 各教科・科目の学習の記録」に評定１、単位０、備考に履修認定単位数 

に（ ）をつけて記入 

 

 

例）令和７年度に「現代の国語を評定３で１単位修得」「言語文化を履修のみ１単位認定」の

場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○単位の一部を修得、又は、履修のみの認定ができないが、仮評定を付けることができる場合 

 

貴校が作成する「単位修得・成績証明書（本校様式）」の 

      「３ 各教科・科目の学習の記録」の評定欄に、仮評定を２～５の範囲で 

（ ）をつけて記入する。単位数は記入しない。 

 

（1）仮評定は貴校での前半期の学習・出席状況を鑑み、本校で継続して学習した際に、単位修

得（履修）が見込まれる場合にのみ算出してください。 

（2）仮評定が付いた科目を本校通信制において後期に継続して履修し単位を修得できた場合は、
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貴校での単位が認定されているので、認定された単位と評定

を記入する。 

貴校での履修が認定されているので、認定された履修単位を

記入する。 



本校の前期・後期を合計した単位数を修得単位として認定します。 

（3）仮評定が付いた科目を本校通信制において後期に継続して履修したが、単位の修得に至ら

ず履修のみの認定となった場合は、本校の前期・後期を合計した単位数を履修として認定し

ます。 

 

例）今年度、「数学Ⅰにおいて前半期の学習を評価し仮評定を設定できる」場合 
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仮評定によって単位認定できる可能性のある科目（令和 7年度） 

論理国語、古典探究、地理総合、歴史総合、地理探究、日本史探究、世界史探究、公共、 

数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学 A、数学 B、体育、保健、音楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、美術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、書道Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、 

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ、論理・表現Ⅰ、家庭総合、フードデザイン、 

情報Ⅰ、ビジネス基礎、簿記 

 

 

貴校での仮評定があるので、本校通信制で継続履修することによって

本校通信制の前期単位として認定する可能性がある。 


